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Q（cm3／S） Re h （cm） u （cm／S） Fr
4079 62304．56一 9．48 8．61一 17．89 0，089一 0，2684992 83304．95一 9．24 10．81一 20．17 0，114一 0，2906166 102305．36一 9．26 13．32一 23．01 0，140一 0，3177157 117605．66一 9．32 15．36一 25．29 0，161一 0，3408174 124806．01一 9．45 17．30一 27．20 0，180一 0，354






































































　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　▲　　　　　　　　　　ム▲　■　 　　 　　勺　 　　　　　●　　　　　．o　 　　 　ム　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ
一一
Uー邑一゜「・≡－q・。一輻一な一ニーち△一一
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　　　　　　　　　h　（cm）
　図2．18流体力の作用高さに関する
　　　　実験値と理論値との比較
なったようなFroude数の領域でのみ適用可能であろうが、実際には氾濫初期の非定常性の強い流れか
らほとんどよどんだような状態まで種々の流れの状態が存在するので全てのステージで適用するには
実際には限界があるものと思われる。ただ、木造家屋の流失危険度の限界となるような流れの規模で
あれば、Re数はかなり大きな値（三隅地区でのそれは8×106程度）をとり、ほぼC．が一定とみなし
得るのではないかと思われる。
　図2．18は、各実験ケースにおける流体力の作用点の高さを（2．2）式を用いて求めたものである。各
ケースでばらつきはあるが、これらの平均をとれば、水路床から水深の0．732倍のところにある。い
ま、家屋ブロックへの接近流速が（2．5）式の対数則で近似できるものとし、この流速の二乗の分布が
直接その位置で流体力に変換され、それが家屋ブロックに作用すると考えると、抗力Rおよびモーメ
ントfVIは、　CDを定数と考えるとそれぞれ次のようになる。
u／u＊＝5．5＋5．7510g（u＊ノ／り），　（δ＜）＜ノ～）　　◆◆・◆・・・…　　◆・・・・・・・・・…　　◆◆◆・◆・◆…　　◆・・◆・・（2．5）
R－煤EC・蹴〔｛9・・25R・・）｝2－21n（…25Re・…〕／・2…・・……・…・…・・…・’（2・6）
・V－?EC・・叫伽（…25R・．）｝・一丁・・（…25Re・）・丁〕／・2・………………・（2・・）
ここに、　U、＝㎡頭、／；水路勾配、Re・＝U・h／・であり、レおよびκはそれぞれ動粘性係数および
カルマン定数である。（2．6）および（2．7）式より作用高さ／1cは次式で求まる。
　　　hc一芸一゜・5綴；：；霊ごill詰’／＆h・・……・…・………………・・…（…）
（2．8）式から求めたhcの値が図2．18に実線で示されている。これより、実験範囲内ではh、／hの値は
0．55程度で水深によらずほぼ一定値をとり、実験値よりかなり小さい。実験に関してはデータのばら
つきから判断して測定精度の問題があるものと思われるが、小さくなる理由としては、解析では物体
前面でのせき上げと背面での水位低下など、両者の圧力差が考慮されていないこと等が考えられる。
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したがって、以下の解析では、　h、／hとして実
験値の0．732を使用する。図2，19は（2．1）および
（2．2）式を用いて実験値を整理して得られたモー
メントとu2Aとの関係を示したものである。一
方、モーメントは次式で表わされる。
ノレf＝hcF＝0．732hF　＝0・779u2A　　・◆◆◆◆・・（2．9）
　15
（×lo4）
Io
　M
（dyncm）
h．4Ccm⊃
同図にはノtをパラメーターとしてM（ニ0．732ノ～×　　　5
1．064　u2A）とu2Aとの関係が示されている。実
験値はほぼこの直線上に載っているとみなせる
ことから、モーメントは水深によってかなり影　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　l　　　　　　　　2　　　　　　　　5
響され、家屋ブロックの幅Bを固定すればuと　　　　　　　　　　　　U2A・｛c・n2cm2／sec2｝（×10‘）
hによって決定されることがわかる。　　　　　図2．19u・AとMに関する実験値と（2．9）式との比較
　図2．20は、実大家屋との対応をつけるために
2．3．1で述べた在来軸組工法による家屋規　　150　　　・　7・5－8・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tB．5－9．5模を対象とした水理模型実験を行なっているの　　　　　　9・5－　1　O・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mで、図2，13を参考にして、Lm／Lp＝1／λr＝1／109　CN…t）
となる。同図には、タイプ1、ll、　HIおよびV
Mvよりかなり大きく、非常に危険側での実験で
あった。Mとu2Aとの関係が水理量の小さい範　M。9
囲でも成り立つとし、家屋の破壊基準の耐力モ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mz　ローメントをMvにとるとそれに対応する流速Up　M・＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ml　キおよび水深hpの関係が次式のように求まる。　　　OO　　　　IOO　　　　200　　　300
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U2A｛m2m2／sec2｝
u、h，－c／砺　・……・…・………（2．10）
ここに、cは定数であって、
・－Vi、h．器．ρ一・3・・
図2．20相似変換後のu、AとMに関する
　　　実験値と（2．9）式との比較
　　　　　（Mv　・418730Nm，　CD／2＝1．064，　hc／h＝0．732，ρ＝1000kg／m3）
（3）　木造家屋の流失危険度指標
図2．21（a）は、家屋幅Bpが5、7および10血の時の（2．10）式の関係を示したものである。この曲線よ
り上方が家屋の破壊危険区域となる。同図には、昭和58年山陰豪雨による三隅地区の家屋流失に関す
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